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①みんなの前や授業中に自分の思ったことや感じたこ

とについて話すことが苦手であると感じている児

童が半数以上いる（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図１ 話すことに関するアンケート結果】 

②友達の話をしっかりと聞くことができるにも関わら

ず，友達の意見の中から「なるほど！すごい！」と

思う児童は少ない（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図２ 聞くことに関するアンケート結果】 
③自分の思いを言葉で適切に伝えることが苦手である

児童もいる。（児童の様子の観察から） 
 
 ①②③の結果から，基本的な「話す」「書く」といっ 
た自分の思いや考えを表現することに苦手意識がある 
児童が多いことが分かった。 
また，児童は友達の話を聞くことができていると感 

じているものの，友達の考えから「なるほど！すごい！」 
と感じる児童はそれほど多くはないことも分かった。

そうした児童の中にはただ話を聞き流しているだ 
けで，傾聴の姿勢をもって友達の話を聞き，自分なり 
に友達の考えを理解し，その内容から新たな考えをも 
つことができていないのではないかと考えた。 
伝え合う力を高めるためには，「話す」「書く」「聞

く」といった基本的な知識や技能の「習得」が，まず

必要である。そして，「習得」した知識や技能を用いて

伝え合う場を多く設けることで「伝え合う力」が高ま

ると考える。 

３ 主題に関わる基本的な考え方 

（１）「伝え合う力」の定義 

 「小学校学習指導要領解説国語編」では，「伝え合う

力」とは，「人間と人間との関係の中で，互いの立場や

考えを尊重しながら，言語を通して適切に表現したり

理解したりする力」のことであると定義されている。 
ここで表現とは，「話す」「書く」力のことであり，

理解とは「聞く」力のことである。 
 言語を通して適切に表現したり理解したりするため

には，小学校学習指導要領（2008）の第５学年及び第

６学年の目標「目的や意図に応じ，考えたことや伝え

たいことなどについて，的確に話す能力，相手の意図

をつかみながら聞く能力，計画的に話し合う能力を身

に付けさせるとともに，適切に話したり聞いたりしよ

うとする態度を育てる」にあるように「話す力」や「聞

く力」の育成が不可欠である。 
 「話す力」とは，自分の考えや伝えたいことを相手

に分かりやすく論理的に話すことができる力のことで

あり，この「話す力」の基盤となるのが，「書く力」で

ある。正しい文章の書き方や展開の仕方を児童に理解

させることで，論理的な文章表現を習得させることが

できる。こうした「書く力」が「話す力」の向上へと

つながるのであると考える。 
 「聞く力」とは，相手の考えを傾聴の姿勢をもって

聞くことができる力のことである。ただ単に話を聞き

流すのではなく，新たな考えから視野を広げたり，自

分の考えと比べたりすることができるように「聞く力」

を身に着けさせることが大切である。 
 こうした「話す力」と「聞く力」の基礎を習得させ，

伝え合う場において活用させることが「伝え合う力」

を高めることにつながるのであると考える（図３）。 
 

 

 

【図３ 伝え合う力を育成するためには】 

 

（２）「習得」・「活用」とは 

 「習得」とは，基礎的・基本的な知識・技能を身に

付けることである。本実践では，話す力や聞く力の「習

得」を次のように考える。 
 
 

伝え合う場

表現する力

理解する力

17%
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40%
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とても当てはまる

少し当てはまる

あまり当てはまらない
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みんなの前や授業中に自分の思ったことや

感じたことについて話すことは得意ですか。
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① 相手に分かりやすく論理的に「話す力」の基礎・

基本となる知識や技能を身に付けること 
② 相手の話に傾聴の姿勢をもって「聞く力」の基礎・

基本となる知識や技能を身に付けること 
一方，「活用」とは，「習得」した「話す力」や「聞

く力」を用いて学習内容を深めることである。本実践

では，伝え合う力を高めるために「活用」を次のよう

に考える。 
「習得」した「話す力」や「聞く力」を用いて， 
論理的に伝え合うこと 
また，大熊（３）は，国語科における「習得」と「活

用」の関係について次の三つを示している。 

一 国語科学習で習得した基礎的・基本的な知識・技

能等を実生活（日常生活）で「活用」する 
二 国語科学習で習得した基礎的・基本的な知識・技

能等を国語科学習で「活用」する 
三 国語科学習で習得した基礎的・基本的な知識・技

能等を他教科等の学習に「活用」する 
 すなわち，国語科において「習得」した基礎的・基 
本的な知識・技能は，国語科学習において「活用」す 
ることができるのはもちろん，他教科や実生活（日常 
生活）でも「活用」することによってさらに「伝え合 
う力」が高まると考える（図４）。 

 
【図４「習得」「活用」による伝え合う力の育成 】 

 

４ 研究の構想・目的・方法 

（１）研究の構想と目的 

 本研究では，「伝え合う力」を高めることを目指して

「習得」と「活用」の段階を設定した。それぞれの手

だてを工夫することで「伝え合う力」を高める授業づ

くりに取り組んだ。 
「伝え合う力」を高めるために，教師力向上実習Ⅰ

では，「話す力」（簡単な文型の定着，根拠の明確化）

や「聞く力」（聞く観点の意識）などの基礎的・基本的

な知識・技能の「習得」を中心に実践を進めた。 
そして，教師力向上実習Ⅱでは，教師力向上実習Ⅰ

で「習得」した内容を「活用」する場面を設定した。 
その中で，「活用」を「活用①」と「活用②」と二

段階とした。「活用①」では，伝え合う前に自分の考え

をもち，論理的に表現する学習を行った。そして，「活

用②」では，話し合い活動を行ったり，友達の考えか

らの学びをワークシートにまとめさせたりした（図５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図５ 研究構想図】 

 
（２）目指す児童像 

 伝え合う力が育った児童の姿を，以下のように話す

力・聞く力の観点の両面から設定をした。 
 
ⅰ 自分の思いや考えを相手に分かりやすく論理的に

表現することができる児童（話す力） 
 
ⅱ 相手の意見に傾聴の姿勢をもち，新たな視野を広

げたり，自分の考えと比べたりしながら聞くこと

ができる児童（聞く力） 
 

（３）研究の仮説 

目指す児童像にせまるため，以下の仮説を設定した。 
 
Ⅰ 基本的な文章の組み立てや構成を「習得」させ，

伝え合う場において「活用」することを積み重ね

れば，自信をもって論理的に表現する力が身に付

くであろう。 
 

Ⅱ 伝え合う場において，相手の意見を意識して聞く

ことができるような手だてを用いれば，相手の意

見に対して傾聴の姿勢をもち，新たな視野を広げ

ることができるであろう。 

伝え合う力が高まる

習得した知識・技能の活用

国語科での活用 他教科での活用 実生活での活用

基礎的・基本的な知識・技能の習得

相手に分かりやすく話す力 傾聴の姿勢をもって聞く力

基礎的・基本的な知識・技能の「習得」

・スピーチメモの作成 

（三段階の文型の定着） 

・気に入った古典作品、その

フレーズ、その理由の発表 

（根拠の明確化） 

・相互評価シートを活用し，

友達の考えや「なるほど」

と思ったことをメモする 

（聞く観点の意識） 

・自分の考えをもつ 

・四段階の文型の定着 

・伝え合う活動 

・自分の考えを深める 

「伝え合う力」が高まる 

活用② 

活用① 
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（４）研究の計画 

 本研究では，次のように研究を進めていく。 
教師力向上実習Ⅰでは，国語科「今も 昔も」と学

級活動「スピーチ活動」において「話す力」「聞く力」

の「習得」を中心に行う。 
 そして，教師力向上実習Ⅱでは，国語科「豊かな言

葉の使い手になるためには」において，自分の考えを

もつ段階としての「活用①」と伝え合う場の設定と新 
たな視点をもつ段階としての「活用②」として実践を

行う（表１）。 
【表１ 研究の計画】 

 実習内容 段階 話す力・聞く力を育てる 

ための手だて 

話：話す力 聞；聞く力 

教

師

力

向

上

実

習

Ⅰ 

＜国語科＞ 

◎今も 昔も 

 

 

 

 

＜学級活動＞ 

◎スピーチ活動 習得 

 

話：根拠とともに，自分の

考えを述べさせる。 

聞：話を適切に聞くための

観点について意識させ

る。 

 

話：「はじめ」「なか」「お

わり」といった三段階

の簡単な文型を身に付

けさせる。 

聞：スピーチを相互評価し

ながら発表し合わせ

る。 

 

教

師

力

向

上

実

習

Ⅱ 

＜国語科＞ 

◎豊かな言葉の

使い手になる

ためには 活用① 

 

話：自分の考えをもち，分

かりやすくまとめるた

めに四段階で構成され

た文型を身に着けさせ

る。 

 

活用② 

 

話：伝え合う場を設定す

る。 

話：新たな自分の考えをま

とめることができるワ

ークシートを活用す

る。 

聞：聞き役をつくる。 

聞：伝え合いの場におい

て，相手の考えや「な

るほど」と思った点を

メモさせる。 

 

５ 教師力向上実習Ⅰにおける実践 

 

国語科「今も 昔も」における実践 

 

（１）授業内容とそのねらい 

 本単元は，三つの古典作品「竹取物語・枕草子・平

家物語」の音読から，言葉の響きやリズムのおもしろ

さを体感することを目的としている。 

今回は，その目的を達成し，さらに児童の「伝え合

う力」を高めるために，三つの古典作品の中から自分

の気に入った作品についてグループで発表し合う場を

設けた。 

本実践では，基礎的・基本的な知識・技能を習得さ

せることで，「相手に分かりやすく伝える話す力」と「相

手の考えを傾聴の姿勢をもって聞く力」をもたせるこ

とを一番ねらいとして実践を進めた。 

 

（２）実践内容とその考察 

 ① 「話す力」を高めるための手だてについて 

 手だて① 発表原稿の作成 

グループで自分の考えを伝え合う前に発表原稿

を作成する。発表原稿には，三つの古典作品の中か

ら選んだ古典作品の名前・好きなフレーズ・気に入

った理由をそれぞれ記入する。 
相手に自分の考えをより分かりやすく伝えるため

には，具体的な内容とその根拠が必要である。それら

の項目をワークシートに示し，児童に書かせることで

自信をもって，自分の考えを相手に分かりやすく伝え

ることができる「話す力」を養っていくことにした。 
＜授業の実際＞ 

 発表原稿をもとに，児童は古典の暗唱と自分の考え 
を発表した。発表原稿には，ほぼ全員の児童が理由と 
ともに，自分の気に入った古典作品を記入することが 
できた。理由としては，古典作品のリズムや響きが気 
に入ったという意見や場面の様子を思い浮かべたとき 
にきれいだと思ったという意見などが多く記入されて

いた。児童の記入例は資料１の通りである。 
【資料１ 児童のワークシートの記述】 
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尚，明朝体はワークシートの記述でゴシック体は 

児童の記述を表す。 
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＜成果と課題＞ ◎：成果 △：課題 

◎ 事後のアンケートの「大きな声で自信をもって

発表できましたか。」の問いに対して「よくでき

た」「できた」と６割の児童が回答することがで

きた。事前アンケートの結果と比べると僅かであ

るが上昇した（図１・図６）。発表原稿を作成す

ることで，自信をもって発表することができたの

ではないかと考える。 
 
 
 
 
 
 
 

 
【図６ 自信をもって発表できたかという 

事後アンケート】 

 
△ 同じ事後アンケートの「わかりやすく発表する

ことができましたか。」の問いでは，「よくできた」

「できた」と回答した児童が半数程度にとどまっ

た。さらに「できなかった」と回答した児童が１

３％も出てしまった（図７）。原因としては，ワ

ークシートの記述欄を自由に記入させてしまっ

たこともあると考える。分かりやすく伝えるため

の正しい文章構成を理解するために，あらかじめ

使うと良い言葉をワークシートに載せておくと

良かったと感じた。 
 
 
 

  
 
 

 

 

【図７ 分かりやすく発表できたかという 

事後アンケート】 

 

△ 気に入ったフレーズの理由を記入する欄では，一

部の児童はあまり思いつかず，「なんとなく」と書

いた児童もいた。理由の書き方もあらかじめ提示

すると良かったと考える。 
 

② 「聞く力」を高めるための手だてについて 

 手だて② 「なるほどメモ」の活用 
友達の考えで「すごい！なるほど」と思った点を書

くことができるワークシートを使用する（資料２）。 
友達の考えを聞いて新たな視野を広げたり，自分の 

考えと比べて考えを深めたりするためには，児童の自

ら友達の考えから学ぼうという意識が大切である。こ

うした意識をもたせるためには，ただ友達の考えを聞

き流すのではなく，「なるほど」と思った点をメモした

り，良い意見をメモしたりする機会を設けることが必

要であると考えた。そこで，なるほどメモを活用して，

児童自身が互いの考えを意識しながら「聞く力」を養

っていくことにした。 
＜授業の実際＞ 

 好きな古典作品について発表し合う際に，グループ

のメンバーの名前をそれぞれ書き，自分になかった視

点や「すごい！なるほど！」と思ったことを記入でき

るワークシートを活用させることにした。 
 多くの児童がグループの友達の良いところを探そう

としており，あまり戸惑うことなく，ワークシートの

欄に記入することができた。 
＜成果と課題＞ 

◎ 児童の中には，「そのような視点があった」と新た

な発見をしたという記述があった。 
△ 友達の発表の仕方の良いところ（大きな声で，分

かりやすくなど）に着目しすぎてしまい，発表の

内容から「すごい！なるほど！」と思うことがで

きたという記述が少なかった。あらかじめ詳しく

説明をしたり，例文を示したりする必要があった。 
【資料２ なるほどメモ】 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

学級活動「スピーチ活動」における実践 

  

（１）授業内容とそのねらい 

児童が論理的な話し方を身に付けるためには，正し

い文章構成を「習得」することが大切である。 
そこで，スピーチ活動の実践では，論理的で分かり

やすい文章の組み立てを児童に定着させ，自信をもっ

て発表させることを一番のねらいとした。   
本実践では，自由なテーマ（将来の夢・宝物・好き

  

 

3%

47%

37%

13%よくできた

できた

あまりできな…

できなかった

大きな声で自信をもって発表する

ことができましたか。

13%

48%
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7%よくできた

できた

あまりできな…

できなかった

わかりやすく発表することが

できましたか。
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なものなど）を決めさせ，グループでスピーチ活動を

行わせた。 
（２）実践内容とその考察 

①「話す力」を高めるための手だてについて 

手だて③ 「スピーチメモ」の作成 

スピーチ活動を行う前に，児童にスピーチメモを

作成させる（資料３）。スピーチメモには，「はじめ」

「なか１・２」「まとめ」の三段階に分けて記入さ

せる。「はじめ」ではスピーチで話すことの説明を，

「なか１・２」では具体例を，「まとめ」では自分

の考えを書かせ，児童に正しい文章構成を習得させ

る。そして，この原稿をもとにスピーチ活動を行わ

せる。 
 自分の考えを相手に分かりやすく伝えるためには，

論理的な話し方を身に付けることが大切である。 
 そこで，本実践ではスピーチメモを活用し，「はじめ」

「なか１・２」「まとめ」の三段階の文章構成を児童に

習得させることで，児童が相手に伝わりやすい話し方

を身に付け，自分の話し方に自信をもって「話す力」

を養っていくことにした。 
【資料３ スピーチメモ】 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜授業の実際＞ 

 ほぼ全員が，三段階の文章構成に当てはめてスピー

チメモを作成し，それをもとに発表することができた。 
 事前アンケートにおいて「書くこと」や「話すこと」

が得意であると回答した児童はもちろん，苦手である

と回答した児童も論理的に書くことができていた。以

下が，「書くこと」と「話すこと」が特に苦手であると

回答した児童（以降 A）の記述である。（資料４） 
また，A は，事後アンケートにおいて「大きな声で

自信をもってスピーチができましたか。」や「メモを作

成したことでスピーチしやすかったですか。」の問いに

対して，いずれも「よくできた（とてもしやすかった）」

と回答することができた。さらに，一言の感想では，

「とてもスピーチがしやすかった！！楽しかった

ー！！」と記入をしていた。 

【資料４ 「書くこと」「話すこと」が苦手だと 

回答した児童Aのスピーチメモ】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜成果と課題＞ 

◎ 事後のアンケートで「大きな声で自信をもってス

ピーチができましたか。」という問いに対して，

80％の児童が「よくできた」「できた」と回答する

ことができた。 
◎ 事後のアンケートで「メモを作成したことでスピ

ーチしやすかったですか。」という問いに対して

89％の児童が「とてもしやすかった」「しやすかっ

た」と回答することができた。 
△ 事後のアンケートで「楽しくスピーチをすること

ができましたか。」という問いに対して約 3 割の

児童が「あまりできなかった」と回答した。児童

が楽しく話せるような工夫が足りなかったと考え

られる。 
 
 

 

 

 

 

 

【写真１ スピーチ活動を行う児童の様子】 

 

 ② 「聞く力」を高めるための手だてについて 

 手だて④ 聞く観点をもつ相互評価シートの活用 

 互いのスピーチを聞き合う際に，「大きな声で自信を

もって発表できていたか」「分かりやすくスピーチがで

きていたか」「友達の話を聞いて『なるほど』と思った

ことがあったか」という三つの観点を示し，児童にそ

れらの点を，意識させながら友達の発表を聞くように

させる。 
 児童の中には，友達の話を聞くときにどのようなこ

とに注意をして聞けば良いのか分からない児童もいる。

そこで，本実践では友達の考えの良いところや「なる

ほど」と思う点を見つけ出させたいと思い，これらの

項目を設定したワークシートを活用した。 
＜授業の実際＞ 

 グループの友達の名前を記入し，それぞれを項目ご
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とに四段階で相互評価させることにした。 
 ほとんどの児童がその項目に記入することができた

いたことから，意識しながら友達の発表を聞くことが

できていたのではないかと考える。そして，その欄を

見ていると，ポジティブな評価が多く，温かい視点で

互いの発表を聞くことができていた。 
＜成果と課題＞ 

◎ アンケートをとったところ，「友達の考えの中で，

『なるほど』と思うことはありましたか。」という

質問に対して９割の児童が「とても思った」「思っ

た」と回答することができた（図８）。「なるほど」

と思うことを見つけるという聞く観点を与えたこ

とが，この結果につながると考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図８ 友達の考えから「なるほど」と思うことが 

あったかというアンケート結果】 

 
△ １割の児童は友達の考えから「なるほど」と思う

ことを見つけることができなかった。ただ聞くだけ

ではなく，友達の考えをメモしながら聞くことでよ

り友達の意見を理解することができ，新たな発見を

することができるのではないかと考える。 
 
６ 教師力向上実習Ⅱにおける実践 

 

国語科「豊かな言葉の使い手になるためには」に 

おける実践 

 

（１）実践の内容とそのねらい 

「豊かな言葉の使い手になるためには」という単元

ではテーマに対して自分の考えをもった上で討論を行

い，他者と意見を交流することで自分の考えを深めて

いくことをねらいとしている。 
本実践では，自分なりに考えをもち，論理的で分か

りやすく伝える力を身に付させる。（活用１） 
そして，話し合いの場で習得したことを活用し，自

分の考えを深める。（活用２） 
これらを通して，児童の「伝え合う力」が高まるこ

とを目指した。 
 

（２）単元構想 

 本単元（１４時間完了）では，「課題設定」「活用①」

「活用②」という３段階に分けて授業を進めていくこ

とにした。「課題設定」では，調べたことをもとに自分

の課題を決める。つぎに「活用①」では，自分の考え

をもち，それを論理的にまとめることをねらいとする。

そして「活用②」では，伝え合う場を設け，新たな視

点から自分の考えを深めることをねらいとする（図

７・表２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図７「豊かな言葉の使い手になるためには」 

の大まかな流れ】 

 

【表２ 各段階の内容】 

段階 実践の内容（◎＝内容、★＝話し合いの場） 

課題設定

①自己課題の設定（第１次～第3次） 

◎「豊かな言葉の使い手」になるための自分の

考えをもつ。 

★「豊かな言葉の使い手」だと考える職業とそ

の理由・「言葉の使い手」になるためにはど

のような課題があるかを考え，グループで話

し合いをする。 

活用① 

②自分の考えをもつ（第4次～第6次） 

◎「豊かな言葉の使い手」になるための自己課

題を各自調べ，それに対して自分の考えをも

つ。 

③自分の考えをまとめる（第7次～第8次） 

◎自分の考えを相手に論理的に分かりやすく

伝えるために組み立てメモを作成する。話し

合いをする上で，この組み立てメモを自分の

考えとして活用する。 

★グループで組み立てメモを発表し合い，友達

の考えや「なるほど」と思ったことをメモす

る。 

活用②

④伝え合う場の設定（第9次～第13次） 

★討論の進め方やメモの取り方を事前に学び，

司会・聞き役・タイムキーパーなどをグルー

プの中で決め，意見や質問をしがら話し合い
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あまり思わなかった
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活動をする。はじめに自分の考えを一人ずつ

発表する。 

⑤新たな視点をもち，自分の考えを深める 

（第14次）

◎話し合う中で友達の考えから「なるほど」と

思ったことをワークシートに書かせ，組み立

てメモを作成する中で自分の考えを深める。

 

（３）実践内容とその考察 

 ① 「話す力」を高めるための手だてについて 

 手だて① 組み立てメモの活用 

話し合いをする前に，自分の考えを明確にした四 

段階の文章構成（「はじめ（話すことの説明）」「なか１・

２・３（調べて分かったこと）」「まとめ（思ったこと・

考えたこと）」「むすび（自分の考え）」）の組み立てメ

モを作成する。 

自分の考えを明確にし，論理的で分かりやすく伝え 

させるために，組み立てメモを作成させ原稿用紙にま

とめさせた。これをもとに，グループの話し合い活動

の際に，一人一人に自分の考えを話させることにした。 

教師力向上実習Ⅰでのスピーチメモは,三段階の文

章構成であったが，本実践の組み立てメモでは，より

詳しく自分の考えを述べることができるように，四段

階の文章構成とした（資料４）。 

【資料４ 四段階の文章構成の組み立てメモ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業の実際＞ 

教師力向上実習Ⅰにおいて似たような組み立てメ

モを活用したことから，ほとんどの児童が自分の調べ

たことをもとに，組み立てメモに書き込むことができ

た。「なか１・２・３（調べて分かったこと）」は，児

童に好きなだけ書けばよいと伝えたにもかかわらず，

多くの児童が「なか３」まで書き込むことができた。 

 また，事前アンケートにおいて「話すこと」「書くこ

と」が苦手であると回答した児童（B）の記述は以下の

通りである（資料５）。 

【資料５ 児童 Bが記述した組み立てメモ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果と課題＞ 

◎ みんなの前で「話す」ことに苦手意識をもってい 

る児童が多いにもかかわらず，話し合い後「自分の

考えに自信をもって発表することができましたか。」

という質問に対して９割以上の児童が「よくできた」

「できた」と回答することができた（図９）。組み

立てメモで自分の考えを明確にし，正しい文章構成

を理解できたのが効果的であったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図８ 自信をもって話すことができたかという 

アンケート結果】 

 

◎ 多くの児童は組み立てメモに記入する中で，論理

的で分かりやすい文章を書くことができていた。具

体例を書くことで，より相手に説得力を与えること

ができるということに気付いた児童もいた。 

△ 児童によっては，組み立てメモに記入する際に決 

まった文型で書かなくてはならないため，書きにく

そうな児童もいた。組み立てメモを活用する中で自由

に文章を書かせる幅を設ける必要もあると感じた。 

 

② 「聞く力」を高めるための手だてについて 

 手だて② 話し合い中のメモの活用 

  伝え合う場において，友達の考えをメモすること

ができるワークシートを作成する。メモには，箇条

書きでキーワードを記入する。 

 話し合いをする中で自分の考えと比べたり，自分の

考えを深めたりするためには，まず相手の考えを理解
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７ 研究の成果と今後の課題 

（１）成 果 

①基本的な文章の組み立てや構成を「習得」するため    

のスピーチメモや組み立てメモを用いることで，

「みんなの前や授業中に発表することが得意です

か。」という事前アンケートでは，「とても当てはま

る」「当てはまる」を合わせて 43％の児童が回答し

たが，「大きな声で自信をもって発表することがで

きましたか。」という事後アンケートでは，「とても

当てはまる」「当てはまる」合わせて 93％の児童が

回答することができた。発表の中身も，論理的で分

かりやすいものがほとんどであった。 
②「友達の意見から『なるほど』と思ったことはあり

ますか。」という事前アンケートでは，「とても当て

はまる」「当てはまる」を合わせて 60％程度の児童

が回答したが，話し合い後の「友達の考えの中で，

『なるほど」と思うことはありましたか。」という

事後アンケートでは「とても当てはまる」「当ては

まる」を合わせて 90％の児童が回答することができ

た。また，児童が友達の考えをメモしたり，良い意

見をメモしたりすることで，傾聴の姿勢をもって友

達の話を聞くことができた。 
③「話す力」や「聞く力」を「習得」し，伝え合う場

を設けることで，友達の考えと比べて意見を述べた

り，話し合いを通しての自身の学びを明確にしたり

することができるようになった児童も多くおり，

「伝え合う力」が高まったと言えるであろう。 
 
（２）今後の課題 

①基本的に自分の考えをまとめさせる際に，組み立て

メモを全て用いていたため，児童に自由に書かせる

場面がなかった。組み立てメモで論理的な文章の型

を身に付させた上で，それを活かして自分の文章と

して書かせる機会を設けると良かった。 

②話し合い中に，メモをとるのに必死になってしまい

基本的な聞く態度が伴っていない児童もいた。相手

の目を見て話を聞くといった基本的な「聞く」態度

も指導する必要があった。 

③今回の実践だけでは，話し合いの場面設定が少なか

った。数回行っただけでは，話し合いの仕方を児童

に身に付けるのは難しいため，何度も繰り返し話し

合いの場を設ける必要があると感じた。 

④児童が自分の意見を話す際，「話す」というより自分

の書いた意見を「読む」というようになってしまっ

ている児童もいた。みんなに意見を「話す」ときの

態度も指導すると良かった。 

 

 

 

 

８ おわりに 

 私は学習指導力や児童への指導力の向上を目指して

本教職大学院に入学をした。入学して，経験豊富な先

生方より素晴らしい理論を学び，連携協力校において

それを実践させていただいた。 
 これらの経験から，入学前より指導力を大きく向上

することができたのではないかと考える。教員となっ

たときに活かすことができるように精一杯努めたい。 
 また，研究テーマを「伝え合う力を高める授業づく

り―国語科における『習得』・『活用』を通して―」と

設定し，様々な手だてを工夫してきた。効果的なもの

もあれば，課題が残るものもあった。「伝え合う力」を

高めることは，これからもずっと必要な課題であると

考える。そのため，これで実践を終わるのではなく，

教員となっても研究し続けたい。 
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継続的にご指導をしていただき，論文作成や日頃の悩みなどの相談にも

熱心に応じてくださり，温かくご指導してくださった萩原孝先生，教師

力向上実習Ⅰ・Ⅱでご指導してくださった山田久義先生，教師力向上実

習Ⅲでご指導してくださった大矢忠史先生に心から感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。 

－110－




